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千葉大学看護学部 森 恵 美

Ｉ、 は じ め に

本 学 会 の 会 員 は 看 護 者 が 硫 ど で あ る こ と か ら、 実 践 し た 看 護 を 振 り 返 り 他 の 対 象 者 の 看 謹 に 活 か す よ う、 事

例研究を行う 機会が多い。 事例研究を行う際も、 看 誰専門職とＬての社 会的責任を果たす意味から倫理 的配慮

を １’分 に Ｌ な け れ ぱ な ら な い。

そ こ で、
「看 護 研 究 に お け る 倫 理 指 封 」 ■■ の 内 容 を 基 本 に し て、

看 護 の 事 碗 研 究 に お け る 倫 理 的 配 慮 に つ い

て 解 説 す る。

皿、 研 究看等 が道守 すべき基本 原則

ＩＣＮ 螂〕看 謹 研 究 の た め の ガ イ ド ラ ヰ ソ に よ る と、 研 究 対 象 者 に は ｛ つ の 権 利 １：」一不 利 益 を 受 け な い 権 利、

２ 完 全 な 情 報 公 開 の 椎 利、 ６ 白 己 決 定 σ〕権 利、 エ プ ラ イ バ シ ー、 匿 培 性、 機 密 性 確 保 の 権 利〕 が あ る。 研 究 者

が す べ き 倫 珂 的 配 慮 は、 研 究 対 象 者 に な る 人 間 の 人 権、 個 人 の 尊 軍 を 軸 に Ｌ て、 研 究 の 潜 在 的 リ 只 ク と 利 呑 に

関 す る 完 企 な 情 報 提 供 等 に よ ｏ 研 究 参 加亜〕決 定 を 白 由 に す る 権 利 を 保 証 し、 研 究 に よ ｏ 祥 や 小 利 益 を 受 け な い

よ う に す る こ と で あ る、」 さ ら に、 研 究 対 象 名 が ケ ア ω 受 け 手 で あ り、 脆 弱 性 を 有 す る こ と に よ り
、 ＃ 例 研 究 へ

の 参 加 を 拒 否 す る こ と が 困 難 な 立 場 に お か れ て い る こ と を一盲，れ て は な ら な い と して い る・

さ て、 先 述 例 倫 理 指 針１１ で、 ケ ア の 受 け 千 を 対 象 に 研 究 す る 場 合 の 倫 理 的 配 慮 と し て可｛し て い る ５ つ の 留 意

点 を 事 例 研 究 に 当 て は め て 以 ド に 述 べ る、」

１〕 看 護 者 例 第 ・義 的 貞 任 は ケ ア の 萱 け 千 に 対 す る 看 謹口〕提 供 に あ る の で、 こ の 責 任 は 石 護 研 究 を 遠 行 す る

こ と よ ｏ 優 先 す る。

２〕 看 謹 の 事 例 研 究 は、 対 象 と な る 人 々 の 安 令 や 安 寧 を 損 な う も の で な い こ と
、 看 謹 の 質 向 トや 看 謹 に 貢 献

す る 意 義 口〕あ る も の で あ る こ と を １’分 に 検 討 し な け れ ば な ら な い。

３〕 研 究 へ の 参 加 に つ い て 説 明 を 行 う 際 は、 ケ ア 対 禦 者 が 研 究 参 加 を 断 り に く い 止 場 に 岡 か れ て い る こ と を

十 分 に 認 識 し た う え で、 本 人 の 意 思 を 確 認 Ｌ、 同 意 を 得 る 必 要 が あ る。

４〕 研 究 ω 全 プ ロ セ ス を 通 し て、 研 究 対 象 と な る 人 例 権 利 が 擁 謹 さ れ る よ う に、 常 に そ の 人 の 言 語 的 ・ 非 言

詰 的 な 意 想 表 示 や サ イ ン を 扱 み 取 り、 対 象 者 の 意
一
叫を 慎 重 に 確 認 す る 必 要 が あ る。

５〕 看 謹 者 は 通 常 の 職 務 と 研 究 括 動 を 明 瞭 に 区 別 す る 必 要 が あ る が、 事 例 研 究 で は１湖１」す る こ と は 困 難 で あ

る 場 合 が あ る。 し か し、 職 務 の 方 を 優 先 す べ き で あ る こ と は 白 覚 し て 活 動 す る。

皿． 箏例 研 究における倫 理的配む の案 際

１ 研先対 象者の抽出から説明まで

〇二研 究 者 は、 研 究 施 設 の 者 か ら、 研 究 対 象 候 補 者 の 紹 介 を 畳 け る。 こ の 手 順 は 研 究 者 等 が 個 人 情 報 に ふ れ

る 危 険 伸 を 排 除 し、 研 究 に 興 味 を 示 Ｌ た 音 が 研 究 対 象 侯 補 者 と し て 抽 出 さ れ る こ と を 意 味 し、 対 象 者 の

個 人情 報保誕の観点か ら重要であ 糺 研究者 が所属する施 設で研究を行う場合は、 触 れる個 人情 報を制

限 し、 ケ ア 提 供 前 に で き る だ け 研 究 依 頼 を す る一

② 研 究 者 は、 研 究 対 象 者 へ の 研 究 の 趣 旨、 目 的、 手 順、 研 究 参 加 に よ り 期 待 さ れ る 結 果 及 ぴ 利 益、 不 快、

不 白１拍、 不 利 益、 リ ス ク な ど に つ い て 書 面 を 用 い て わ か ｏ や す く 説 明 す る一 書 面 を 用 い る こ と で、 い つ

で も そ れ ら の 内 容 を 確 認 で き る し、 他 者 に 相 談 に の っ て も ら う こ と も 町 能 で あ 呵、 十 分 な 理 解 の も と に

自 由 に 白 己 決 定 を す る こ と に つ な が る。

③ 研 究 参 加 の 毛 無 に よ っ て、 研 究 以 外 の 通 常 の 診 療 や 看 護 に つ い て 影 響 を 受 け な い こ と を 説 明 Ｌ、 通 常 の

看 護 は 公 平 に 提 供 さ れ る こ と を 保 証 す る。
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…１研 究 対 象 と な る 人 の 状 況 を 十 分 に 考 廟 し、 説 明 を 行 う 時 期 に 配 薗 す る。
一言 研 究 対 象 者 と 説 明 者 の 関 係 性 を 老 想 し・ 利 害 関 係 が あ る 担 当 看 護 者 に よ る 説 明 を 行 わ な い と い う よ う

に、 研 究 参 加 を 断 り に く い 状 況 を 避 け る。

世１研 究 者 は 研 究 対 象 者 が 質 問 で き る 機 会 を つ く り、 対 象 者 の 質 問 に 十 分 に 答 え る。

何 研 究 へ の 参 加 に 伺 意 す る か 否 か は・ 本 人 の 白 由 意 思 に よ っ て 決 定 で き る よ う
、 同 意 を 確 認 す る ま で に 時

間 的 余 楡 を 持 つ。 第 ３ 者 と 相 談 し て も よ い こ と を 説 明 す る。

２ 研究参加への同 意の確 認

研 究 へ の 参 加 に つ い て 本 人 の 白１１ 憶 思 に よ っ て 決 定 し た か を 確 認 す る・ 可 能 な 限 り 文 書 に よ る 同 意 を 得

る・ 文 書 に よ る 同 意 を 碍 る こ と が 不 可 能・ あ る い は 困 難 な 場 合 は、 １」頭 に て 同 意 を 得 て、 そ の 旨 を 記 録

に 残 す
、。

３ 研 究 デ ー タ 例 収 集

ω デ ー タ 収 集 に あ た っ て は、 常 に 対 象 者 の 安 全 ・ 安 楽 を 守 １］、 看 讃 ケ ア の 提 供 を 擾 先 す る。 研 究 対 象 者 に

予 測 さ れ る ポ 利 益 ・ 小 白 由 等 を 最 小 に す る カ 第 を 講 じ る。

⑳ 対 象 者 に、 研 究 の 途 中 で あ っ て も、 い つ で も 研 究 を 辞 退 す る 権 利 を 保 障 す る。

‘ヨ１対 象 者 か ら の 抵 抗 感 や 抽 否 感 に つ い て 敏 感 に 観 察 Ｌ、 研 究 に よ っ て 病 状 悪 化 等 の 不 利 益 が 見 出 さ れ た 時

に は、 研 究 者 側 か ら 直 ち に 研 究 を 中 止 し、
速 や か に 必 要 な 対 応 を 行 う。

則 デ ー タ 収 集 の 過 程 で、 プ ラ イ パ シ ー 操 謹 や 時 名 竹口〕保 護 に 努 め、 収 集 し た デ ー タ や 関 連 資 料 は 厳 重 に 管

理 す る．

⑤個 人情報保護法 ω規定を遵１一し、 職務１二取り扱う資料 １看護 記録や指塙記録等〕 を研究デー タと して使

州 す る 場 合 に は・ 対 象 者 の 呵 意 を 得 る と と も に、 施 設 内 の 取 り 決 め に 基 づ き、 適 切 な ｆ 続 き で 行 う。

⑥通 常の職務遂行と研究活動における白己の役割と権 限を区別する凸

⑦ デ ー タ 収 集 後 も、 研 究 対 象 者 の 人 権 が 守 ら れ、 研 究 参 加 に よ ｏ 不 利 益 が 牛 じ な い よ う に 量 善 壱 尽 く す、、

４ 研 究公表の段階

① プライ バシ ｒ 匿名性等の 保讃、 ～１倫理的配慮ω記載、 ③結果の止当な解釈、 ④他者ω著作権を侵害し

な い等 について確認及び対応を適切に行 ㌔ 例えぱ、 対象者や対象施設をイニ シャル表示や当院と表現

す る こ と や・ 複 数 の 特 定 な テ ー ケ が 連 結 す る こ と に よ っ て、 個 人 や 集 団 を 特 定 す る こ と に つ な が る の で、

牛 デ ー タ を そ の ま ま を 用 い な い、 １－２二１ど の よ う な 倫 現 的 配 慮 を 行 ｏ た か を 貝 体 的 に 記 載 す る。

Ｍ
．

お わ り に

研究者 が看謹者でありケア提倶を既に している場合は、 研究参加を断ｏにくい立場にある患者やその家族が

研 究 対 象 者 に な る こ と を 心 Ｌ て 研 究 に 取 的 組 ま な け れ ぱ な ら な い。 生 殖 看 証 の 対 象 者 は、 生 肺 医 療 を 受 け た 対

象者であることが多く・ 事例研究結果の公表によって、 研究対象者への 不利益だけでなくそω家族 ｛将来の干

ど も も 含 む〕 冊 人 生 が 被 害 に 遍 う 危 険 性 が 増 大 す る こ と を 十 分 に 考 慮 し な け れ ば な ら な い と 考 え る。
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（第ヨ７ 回〕 「惟 差 の 観 点 か ら 女 弥 生≡己儲講 堂 ＴＥＬ． ⑩ヨ〕ヨ２冊一１ 柵 舳 ．（Ｏ茗〕 ヨ呈右３－４０盟

性 のイ；安 と う っ を 軒 考 す る」 凍 京 都 新 宿 区〕 ｈｔｔ口１〃 …咄．」 岬 宮．〔ｏ〃

２０口 目本牛殖 看謹“桧 学琳藻会 兵庫県立大学 兵庫県立大学石護学部

（第 嗜 回〕 明 石 キ ャ ン パ ス ＴＥＬ■Ｆ舳 ０７呂〕９１ヨー明 別

（明 十 市〕
｛詳 細 は

、
迫 っ て お 送 り しま す 「学俳 礁 会

のご案内」 をこ噴ください〕

１畠 Ｈ 本 ウーマ ンス＼ ルス学会 学 帯 集 会 リ ー ガ ロ イ ヤ ル 東 京 女 子 医 科 大 学 看 護 学 部 ．

（第 ７ 回〕 ホ テ ル 東 京 丁乱 Φ茗）ヨ茗５３一呂１１１，
（内 ７０ヨＯ〕

使 京都 新宿 因 Ｆ舳 （０３〕ヨ洲一昌撒

ｈｔｔｐ： 〃 ㎜冊．咀ｈ；、、１ロノ

糊 Ｏ０７ 年 １２月 １昌 □ 現 在σ〕情報 て寸
。

詳 細 は 各 学 会 ・ 学 術 集 会 事務 局 へ お 問 い 合 わ せ 下 さ い



日 本 生 殖 看 謹 学 会 ＮＯｌワ 発 行 日 ２００呂「 ⑤

【テ ー マ】 「１ Ｏ臭 固 ■面 Φ 配述 方 淑 ＝つい て」 一 Ｐ目ｒｔ２一

う ま く い っ た 看 讃、 う ま く い か な か っ た 看 譜 を 記

述 」 他 者 に 伝 え、 共 有 す る こ と は、 白 ■ の 実 践 を

振 ｏ 返 ｉ］、 そ の 実 践 知 を 他 者 と 共 有 す る こ と に つ な

が り ま す。 す な わ ち、 事 例 か ら 学 び実 践 力 を 高 め る、

事 例 報 告、 事 例 研 究 を 通 じ て 実 践 知 が 形 式 知 に な る

と い う こ と を 意 味 し ま す。 そ こ で、 本 勉 強 会 で は、

平 成１９年 ７ 月 に 開 催 し た 「看 謹 実 践 場 面 肥 記 述 方 法

に つ い て」 一 Ｐ 舳 １ 一 を さ ら に 発 展 き せ、 看 謹 尖 践

場 面 を 記 述 し、 事 例 を 報 告 す る 貝 体 的 方 法 に つ い て

学 ぴ ま す。 「看 護 実 践 場 面 の 記 述 カ 法 に つ い て」 一

Ｐ打ｔ １ 一 に 参 加 さ れ て い な い 方 も 参 加 で き ま す。

勉 強 会 の 内 容 は
、 参 加 者 の 皆 様 が 日 々 の 看 謹 尖 蹟

の 中 で 気 に な っ て い る 看 謹 宝 践 蝪 面 に つ い て 記 述 す

い て 」 一 Ｐ刮ｒｔ １ 一 に 参 加 さ れ て い な い 方 に は、 事 前

に Ｐ苫ｒｔ ｌ の 資 料 を お 送 り Ｌ ま す。

教育推進委員会担当理事 森 恵美

順 時】 平成２０年３月１日 （土〕１４時｛１６時

隅 所】 千葉大学看誼学部 〒２冊ｏ蝸７２

干 葉 市 中 央 区 亥 鼻 １ － ８ － １

俸 加 口】 ５００円 （資 料 ・ お 茶 代〕

伸 込み・問い合わせ先】

千葉大学看謹掌甜肚性君謹学教育研究分野 坂卜明子まで

〒 蝸ｏ一蝸 η 丁 葉 市 中 央 灰 亥 鼻 １ 一 呂 一 １

ＴＥＬ ０４３－２２２・７１７１ 内 線５７２２． Ｆ＾Ｘ ㎝３・２２６・２４１４

一目 時】 平 成２０年 ２」ヨ茗 日 〔□〕 １４，ＯＯ｝１７ ㎝

１幻 所】 国家公携員共済組合連合会 帳の町病院

研 修 荊 堂 ｛別 館 撞 康 医 学 セ ン ター ５ 脚

〒呂１０一畠５ヨ９ 福 岡■市 巾 央 区 舞 鶴茗一， 〃

電 話 ｛代ｊ ０９２一η １一㎎ヨ１

【テ ー マ】［生竈匿口と■６化す看封ｏ冒へ④■口吏肥を害え召」

１ブ□ ケ う ムｌ

ｌぺ １ｏ＾１４１４０ 講 演

「不妊 治 撫と 高 齢 蛆娠 に おける 遣 伝 相 談 につ いて」｛仮 題〕

同 立病院機構九州医擦 七ンター 産婦人科医師 小川昌宜先牛

質疑応答

休憩

事例発表

ゲル ー プ 発 表

質 疑 応 答 ・ ま と め

協 血 口１ ５ｍｌ■Ｈ 資 科 ・お 茶 代〕

伸 込 み ・ 語 間 い 合 わ せ 制

加 來 久 美 」助蒔院フラウエノハウヌ加来 宇平旺庄看竈囲症 静 師１

〒呂２６一□伽１ 福 岡 県 田 川 市 大 字 弓 削 田１、の 原３０η

電 話 ル 颪丑 ｏ明７－２ヨーｌ１掘

教 育 推 進 委 員 会 で は、 会 貝 が 圭 催 す る 各 地 区 の 勉 強 会

を 支 援 した い と 考 え て お り ま す。 勉 強 会 を 企 画 さ れ て い

る 代 表 者 の 方 は． 開 催 日 時、 開 催 場 所、 テ ー マ あ る い は

内 容、 連 描 先 （住 所、 電 話 番 号、 ＦＡ Ｘ 番 号、 メ ー ル ア

ト レ ス〕 等 を 以 下 の 連 絡 先 ま で ご連 路 く だ さ い由 よ ろ Ｌ

く お 願 い 申 Ｌ トげ ま す。

教育推進委員会担当理事 森 恵美

教育推進委員会担当理事

森 恵 美 ｍ ０ｆｉ 醐 虻 ｕ１｝ 〔ｈ 冊罰一ｕ」口

千葉大学看証学部 母性看謹学教育研究分野

〒呈箇ｏ一脱 ７２ 千 葉 市 中 央 区 亥 鼻１一洲



耐 日 本 生 殖 看 護 学 会 ＮＯｌワ 華≡行 日 ２００８１

蘭 副 ｏ胴１ ０ｏ１ｌｅ０６ ０ｆ －ｕｒｓｉｏＯ の ６ｅｒｆｉｌｉｔ川 ｕｒ５８５ ６ｏｒ皿 ６㎝ｆ６ｒ６ｎｃ６ の お 凱 、

□ 時 １’成２０年 １ Ｈ ２１」 １土〕 ｌＯ．ＯＯ～１５＝ヨＯ

堵 所 英１｛１ ロ ン ド ン Ｃ坦｝直ｎｄｌ；ｈ Ｓｑｕ 趾 ｏ こ の カ ン ワ ァ レ ン ス は， 生 殖 朝 門 看 護 師 と 生 殖 ケ ア に

関 わ石 他σ〕医 崩 服 が 連 携 し た り、 そ れ ぞ れ の 経 験 を 共 有

す る こ と を 目 的 と Ｌ て 開 催 さ れ て い ま す。

誹 細 や 豊 録 方 法 は、 ホ ー ム ペ ー ジ を ご 参 照 下 さ い、

皇
＿＿

置」
」

旦
、

口 時 ２㎝７年１０月 脇□ 〔□： １３畔 一１石時

１１ 僻 理 事 森
明、

村 本
、

蕪 咀、
福 削

、
野 滞

、
適 藤

、

陶告事項】

１ 会 貝 数 と 人 退 会 報 告 一 会 員 数２５４名、 人 会 希 望 者

６ 名、 遣 套 者１５ 拓、

２． 各 委 貝 会 報 告

１１ 編 塘 委 員 会

・ 投 稿 の 現 状 と 査 読 者 制 度 に つ い て 報 告，

・ 学 会 発 表 者 例 投 稿 依 頼 は
、

紹 集 委 員 会 で 宝 施。

２ｊ 広 報 委 貝 会

・ ＮＬ１ 砒 は 発 送 す み凸 １７号 はｌ１月 に 原 稿 依 頼。

３〕 教 育 委 員 会

丑 開 学 習 会 は 好 評、． 汰１口１の 要 望 は 特 に な し

４〕 実 践 開 瑳 委 貝 会

柚 談 事 例 ，」言 の 使 用 に つ い て ω 問 い 合 わ せ、

且 第 ５１１１１学 術 集 会 報 告

概 要 参 加 者１后１缶 の う ち、 当 一 参 加 は 盟 ％。

決 算 報 告 一 監 沓 を 監 事 よ り 承 認。

ア ン ケ ー ト 集言１

４ 弗 ６ 回 学 術 集 会口〕経 過 報 告

５、 そ の 他

１１ 情 報 提 仇

ユニリ プ ロ 研 究 会 セ ミ ナ ー の お 知 ら せ

２〕 １口１覧 資 料

厚’」」労 働 省 雇 用 均 帯 ・ 肚 子 家 庭 局 母 ｒ保 健 課 長

「平 成１９年 度 乳 幼 児 突 然 牝 症 候 群 の 対 競 強 化 月 問

の 尖 施 に つ い て」

哩塾舗 生。
“

場 所 聖 蹄 加 看 護 大 学 、ヨ冊

弔森

■審誼箏項】

１ 入 会 奮 査 … ６ 名 の 入 会 が 承 認。

２ 拾 限会社 ヘル スサイエ ンス研 尭所 か らの 相呵り ンク 叩請

本 学 会 の ＨＰ 紹 介 は 支 瞳 が な い が、 相 互 リ ンク は 辞 追、、

ヨ 将来 検 討委 員 会 「研 究助 成 利 用 の 促進 の た めの 対 策」

案 １〕 教 育 濃 関 に 所 属 す る 会 員 に 声 を か け、 リ ソ ー

凪 パ ー ソ ン と し て 会 員 に 開 示．

案 ２〕 堵 讃 研 究 の 進 め 方 の ワ ー ク シ ョ ッ プ を 開 催。

’卜成呈ｏ年７月２０１１ ／１ｎ、 兵 庫 で 第６回１１本 生 硝 毛 謹 学 会 学 術 菓 会 「 か’ プ ル の 親 密 さ１危 機 を 乗 り 越 え る た め の 方 略」

を 開 催 い た Ｌ ま す一
’カ ， プ ル の 剖 密 さ一 と い う 普 遍 的 な 問 題 を 掘 吋 ド げ つ つ、 が ん 医 療 例 場 に 見 ら れ 胎 め た 生 殖 看 誼

に 締 社 問 題 を 提 起 Ｌ て い き ます、 ま た 初 仰 試 み と Ｌ て， 会 貝 限 定 の 事 例 検 討 会 を 企 画 し て い ま す。 臨 床 よ り ご 提 供 い た

だく 検 討 事例 を も と に、 劃加 者１司士 で 振 巾 返 り、 よ り 良 いケ ア を 模 索 で き る 場 に な れ ばと 廟っ て い ま 九

皆 様 に と っ て 打 意 義 な 一 Ｈ と な ｏ ま す 」１ う、 企 画 委 員 一 同、 鋭 意 取 ｏ 組 ん で い る と こ ろ で す・ 皆 様 の ご 参 加、 ご 発 表

を 心 よ ヨ〕 お 待 ち し て お ‘つ ま す、 詳 親 は、 迫 っ て お 送 ｏ し ま す 「学 術 集 会 の ご 案 内」 を ご 覧 下 さ い。



日 本 生殖 看 霞 掌 会 Ｎｏｌワ 」日Ｏ冒□目呂目 Ｓｏ〔■ 帥 ｏｆＦ直ｒ†ｌｌｌｔｙ Ｎｕｒｓｌｎ昌 発 行 目 ２００８１ ウー

も し不 妊看 護の 現場 で行き 詰 まっ た ら…

目本生殖看護学会が相談１このります ○
実 醇 に 患 者 さ ん と 間 わ っ て い く 中 で、 「Ｈ の 前 に い る こ の 癌 者 昔 ん に ど の よ う に 対 応 Ｌ た ら い い の だ ろ う ，」 「想 者 さ ん と

曲 っ く り 評 が 出 来 る 環 境 を 作 る た め に は ど う Ｌ た ら い い ω か ｝」 右 ど、 曲 床 の 現 場 で は シ ス テ ム や 看 謹 観、 倫 理 観 な ど 卯 中
で 問 題 や シ レ ン マ を 感 じ る こ と が あ る と 咀 い ま す、

突 躍１期 琵 委 月 会 で は、 こ の よ う な 横 片 を 問 題 に 直 面 Ｌ た 時 に 直 揺 ご 相 談 を お 哩 け し， よ り よ い 不 鉦 看 設 の，』 向 性 を一一緒 に

考 え て い き た い と 考 え て い ま す。 現 杵、 こ の シ ス テ ム は 口 本 牛 殖 看 謹 学 会 の ホ ー ム ペ ー ジ ｌｈｔｌｐ 〃］筥ｉｏｕ血皿一ｐハ か ら の み

会 貝 の 皆 様 か ら の ご 相 談 を お 待 ち Ｌ て い ま す ｒ な お、 お 害 せ い た だ い た ご 相 談 の 巾 に は、 ｌ１此 よ う な 悩 み を 持 つ 会 目 の

皆 様の 参考 に な るも の が 多く 含ま れ てい ま す。 柵 談者 の 同 意 を 順い た ト、 相 談 後１ 年以 上経 過 した 後、 相 識 され た 方 が 特定
で き な い 形 に 加 工 し、 丁不 妊 看 謹 に 関 す る Ｑ 品 ＾』 と Ｌ て、 ニ ュ ー ス レ タ ー キ ホ ー ム ペ ー ジ に 順 次 掲 載 い た Ｌ ま す．、 ど う ぞ
ご 了 承 下 さ い。

ｌ１襲１嚢蘇轟ξ；；淋 遇
送岩 欝 灘 撫 む 談 盃 膿 と淫１㌫ 相談内榊人川舳：柵談内 榊 束るだけ辞細にご請’人瞳・

リ プロ研 究 会 セミ ナ ーの お 知ら せ
ＤＣ ①ｏ口ｏｒ Ｃｏｎ［叩ｔＩｏｎ． 配 偶 子 捉 供 に よ る 刊、殖 咲 癖〕 を 冊 い た 生 殖 医 療 を 希 望 す る カ ッ プ ル に 対

面 し た 時、 ど ん な メ ッ 七 一 シ を 送 ‘］、 ど ん な サ ポ ー ト が で き る の か 亨 皆 様 と 方 向 竹 を 探 っ て ゆ き た
い と 思 い ま す。 医 療 者・ 配偶 丁 捉 供 に よ る 生 殖 医 療 に 與 味 の 苗 る 方 的 ご参 加 をお 待 ち して いま す。

■ 企 画 ・ 主 催 リ プ 日 研 究 会 １清 水ｊ

２回

８回

テーマ ーｏｏ を刑月 Ｌた人 伽〕 から見た日ホ肥医，と杜 会

・ 赤 城 恵 ｆ け ウ ン 七 ラ ー〕

・ 川 Ｄ で 親 に 症 つ た 方

所 班瞳 義 撞犬学 佃 吉ｊ 偏 嵜 東急 束描紬 ｎ吉 駅〕

テーマ＝ 子 ども の 立，一から 見 走 ■^Ｄ ω 問 田と 雲 里

・ ＾ ｍ で ヰ ま れ た 方

所 ヰ 抵 学 習 セ ン ク ー ぱ る 一 ん 帽 寄 』Ｒ 新 橋 駅ｊ

４回 テーマ：ＤＣ を め ぐ る 湛 と 劃 度

昌回 テーマ ’ 子 ども に どう や っ て 箏 実 壱 伝 え て い く か ？

・ 摘 水 き よ み ＝国 暁 戻 療 袖 祉 人 学〕



、…一 日 本 生 殖 看 護 学 会 Ｎｏ １ワ 薬 行 日 ２００畠「

■ ＃ Ｈ 氏 の
“

つ ぶ や き
’

一 先 ］、 夫 同 什 σ〕小 姐 相一，表 を す る 機 会 が あ ｏ た。 夫

１ は 妻 が 正 常 な 精 神 状 態 か 碓 認 し た い と口〕こ と。 妻 は

一 次 の ｌＶＦ を す る 前 に 第：｛ 拷 の 助 け を 求 め て み よ う と

１ 来 院 し た と の こ と、 過 去 ２１山 ＶＦ で 好 娠 し た が
、

■
ｌｌ口川 は 頸 管 好 娠

、 ２ 回 日 は 前 冊 胎 盤 ・ 羊 水 過 少 が

あ り２０週 で 人 １、肝 娠 中 絶 と な っ た、 胎 動 を 感 じ て い

■
た と い う 我 が 了・を 中 絶 し た こ と は ど ん な に 辛 く 悲 し

一 い こ と だ っ た ろ う … と 察 し た が、 今 ま で 例 経 過 を

１ 山 分 なｉ〕 に 理 解 し て い る か ら と ＝ コ ニ コ Ｌ て一岨 る く

■ あ っ け ら か ん と 話 す 妻 に と て も 違 和 感 を 覚 え た。 話

１紡繍然狐

匿竃勤 鰍 劃
人 騒 ぎ す る。 頭 は 正 常 か ，」 と 質１刑 さ れ た。 妻 の 話 Ｉ

か ら， 看 護 職 な ん だ か ら 冷 静 で い な い と い け な い と

が ん ぱ っ て い る よ う に 思 え た。 ど ん な 女 性 で あ れ
、

一

授 か ． た 我 が 子 を 失 う こ と は と て も 辛 く、 悲 し い こ １

と で あ る。 『が ん ぱ ら なく て い い ん で す よ」と 言 う と、

が ん ぱ Ｏ て な い で す よ … と 笑 っ て い た が、 そ ω う

ち に 涙 を 流 し は じ め た。 尖 以 外 仰 人 の 前 で 初 め て 泣
１

い た と の こ と。 そ ん 在 に が ん ぱ っ て き た の か、 と 胸 一

が 痛 ん だ。 看 謹 職 の 不 妊 相 談 を す る こ と が 時 々 あ る。

ど の か た も あ ま η 感 情 を 表 出 し な い よ う に 思 う。 私 ■

蟻撚簿憂１
Ｈ 本 生 殖 看 謹 学 会 へ の お 間 い 合 わ せ、 会 員 に 伝 え た い 情 報、 ニ ュ ー ス レ ク ー に 問 す る ご 希 望 ・ ご 意 見 な と＝が あ ’］ ま

し た 島
、

Ｆ ＾ Ｘ ‘Ｏヨー５５ヨＯ－２２伍 引 も し く は
、

Ｅ－ｎ 加１１ ０；■ｎ 固；ｌｏｎ ｏｏｊｐ〕 で
、

お 気 軽 に お 知 ら せ ド さ い
、、

ニ ュ ー ス レ ケ ー の 送 付 は、 安 佃 な 運 送 会 社 を 利 用 Ｌ て い ま す。 郵 送 と 通 い、 転 居 し て い る 場 合、 転 送 す る こ と が で

き ま せ ん一 従 ‘ て、 仲 所 ・ 氏 辛 ・ 所 属 等 の 変 吏 が 島 る カ は、 速 や か に ご 連 絡 下 さ い。

お 知‘１ 合 い の 方 を ぜ ひｕ 本 生 殖 看 謹 学 会 へ お 誘 い ｒさ い、 入 会 希 望 の 方 が い らっ Ｌ 中 い ま し た ら、 人 会 案 内 を お 遥

り し ま す の で、 お 名 前、
ご 遮 絡 先 を お 知 ら せ ドさ い．

１」 本 牛 珀 看 謹 学 会 ホ ー ム ペ ー ジ ｌｈ廿巾、
〃」割■、ｕ耐 ｍ］ｐ！〕 を 適 宜 更 新 し て い ま す。 ぜ ひ 新 し い 情 報 を ご 活 用 下 さ い、

重 要 会費の納入をお願いします

会 員 の 皆 様、 今 年 度蜆〕会 費 の 納 人 は お 済 み で す か 、

「平 岐 岨年 度 会 費」 は、 平 成１９年 ９月 １臼 ～ 平 疵２０年呂 月茗１１ほ で の 諸 活 動 に 伴 う 会 費 です、 今 年 度 も 皆 様 に ご満 足

い た だ け る よ う 様 々 右 企 画 を 準 備 Ｌ て い ま す、 ま だ お 晴 ム で な い 方 は、 納 入 を 」；ろ し く お 固 い し ま す ■「

ニュ ー ス レ ター１６号 の お詫 びと 訂正

９ 月 に 鶉 送 さ せ て い た だ き ま し た ニ ュ ー ス レ タ ー１右号１望一ぺ 一 ジ１

で 態 親 倉 も か ね て ジ が あ り ま し た。 こ こ に 関 係 剖二お 詫 び 申 Ｌ

貼１１、に 努 め て い き た い と 思 い ま す

」
に、 印 刷 仰 誤 植 一一ポ ス ｝ 一 発 表 け 一 キ や 飲 み 物

、
１ま す と 共 に、 以 接 こ の よ う む こ と が な い よ う 再 発

日本生殖看証学会

Ｅ－ｍ 刮１ 」昌ｉｎ＠呈１〔ｎ．且〔ｊｐ｛当 面、こ の ア ド レ ス を 僅 用〕

ホ ー ム ペ ー ジ ｈｔｔｐ．
μ」昌…．ｕｍ ｍコＰ／
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